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と PASを使用した第'3及び 第 4群との間V_は,我 々の使用薬剤量では著明な差異を認めなかったo

従って張払て治療効果に順位を輿-るならば,第 1群,第 3群,第 2群,第 4群の順序かと思はれる程

度である0 倍,家兎に於ける実験前限部結核症の一般の経過に就ては既に報告したので萩には省略す

るo

治療開車台後第 6週の降 りに於で実験を打切 り,各動物を剖検観察したが,各円臓諸膝券の結核性病変

を宜線的に記録すれば第 3表の如 くで;各臓路を通じて対照群と治療群 との差は著明であるが各治療群

の間には殆妻差異を認めず,特に旧 ｢ツ｣を化学療津斉tJに併用した第 2群及び第 4群に於でも特別に他

の治療群と異る所見を得なかった｡

第 4章 小 括

我々は家兄の実験的前限部結核症を対象とし,S.M 及び PASを用仏で化学辞箆実験を行ひ之に旧

｢ツ｣を併用して其の治療効果に及ぼす影響を観察したのであるが,前眼部結核病巣の常接観察所見に

於で旧 ｢ツ｣の上述の投輿量では少 く共 S.M 及び PASの治療効果に好影響を輿-る事な く寧ろ悪

影響を及ぼす如き所見を得た. 叉剖検所見に依っても-隈に治療群に於で各臓券の結核性変化が非常

に寧微である他,旧 ｢ツ｣併用群に於て特に目立つ様な所見を認めなかったo

我々は本実験の成績を手がか りとして今後筒,旧 ｢ツ｣の使用量,使用方法,及び諸程抗結核剤との

量的組合せ等を検討しつつ更に実験を重ね度いと考-て居るO
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生体内に於 ける ｢チ ビオy｣の抗菌作用 につVl{

志 保 田 明

津 久 間 俊 次

大 田 正 久

持 論

｢チビオン｣が,志保田のキル ヒナー培地での実験では杭結核菌作用が ｢パス｣,｢ストレプ トマイ
シ ン｣に比べ,1比較的弱いのに (第1表),臨床的に ｢パス｣の概ね 1/100と云ふ僅少な服用量で,或る

程度の効果をあげて居る事に就いては,種々の因子が考- られ ようが,私共は,｢チビオン｣が生体内
で何等かの変化をうけて,より強い効果を表はすのでは左いかとの想定のもとに攻の様な′ト実験を試み

た次第である｡
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第 1泰 子 1ゞ オ ン ,パ ス, ス トレプ トマ イ シンの試 験 管 内

(10%血清加キ,i,t=ナー培地)抗 菌作 j-Lj

葵一 利 発育阻｣ヒ最大稀釈倍数

チ ビ オ ン A 8.0万倍
/y B 3T2//
≠ C 3二否 ,/ 以下
// D u ｢51詔 !y //

/y E 2.4/I
ノヾ フし 32ノー64万 倍

賓 駿

I, ｢チビオン｣乏辞注せる家兎血清の抗菌作用の時間的変化

実 験 方 法

一光きに志保田か発表した高濃度血清加キルヒナー培地を臆用したO巨ロち,体重 2-3鑑の健康家兎耳

陣取中に,｢プロピレン ･グライコール｣に溶した ｢チビオン｣を,当乾 0.01gの割合に注入し,爾
後,時間的に心臓穿刺により採血,その血清で種々の濃度の血清加キルヒナ二軍地を作 り,杭結核菌作

用を検討 した｡対照は,同一動物の薬物注入前の血清を用ひた｡

実 験 成 績

第 2表に示す如 く,注入置後では,50%血清加培地巨ロち,血清の2倍稀釈まで発育か阻止され,次い

で30分後で時,90%血清加培地のみが発育を阻止されて居る｡ 即ち･本実験では･ ｢チビオン｣が,

30分後の間に分解,組楕円移行,排潤等による血中濃度の王威少を神仏得るやうな有効な物質に変化 して

居ると云ふ証明は得 られなかった｡

第2表

_培 血 清 合 景 5% 10% 25% t50% 75% 90%

l=tiTii キ JL,tlナ -10Xj梁塵原液 0.2 0.2 0..2 t O_2 0.2 0.2

成 蒸 溜 水 1.7 1,6 1.3 ≧ 0.80.2 0ー5 1.0 0.8 0分 血 清 貴 0.1 i.0 1.8

杏 人 前 (対 月Ig) 廿 1+ 1- + + 廿
+ + - - -

注 入 後 直 後3､0 分 廿 十 + 十 +

Ⅱ, ｢チビオン｣服用患者尿の競菌作用の槍討

実 敬 方 法

予め可及的塩類を除去した ｢チビオン｣ 円服患者尿を蒸溜水の代 りに用ひて,キル ヒナ-原液を作

り,｢チビ*ン｣を定量し,10%に血清を加へ,此れを,普通の10%血清加キル ヒナー培地で倍数稀し
杭作用を検べたO 対照には･｢チビオン｣非服用者尿で同様尿の至空 ヒナー培地を作 り,此れに,｢チ
ビオン｣を:定量的に加へた ものを用払た.使用菌種は青山B棟,判定は4週間である｡
｢チビオシ｣定量法は,Wollenberg氏津の変法である大日本製薬研究宝の方法で,その測定値は,

服均された ｢チビオン｣が,体内で変化した芳香性 rアミン｣等の量も含んで居るo

貿 Ⅰ除 成 績

第 3表の如 く, ｢チビオン｣は,この実験では,7.5γ/ccで,結核菌の発育を阻止して居るが,生体
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貫 3表 チ ビオン (Tlうr/698)とチ L,:オン服朋患者奴 中に測定 されたチ ビオγとの抗 菌作mの比較

水の代 りに尿.で作 った培 キ7レt:+-原液 (C.C) 3.6 l

1山 血 清 (C.C) 0.4..

成 10%血活加 キ7L,t=サ ー(C.C) 2.0 2.0 2.0 2.0 2_0 2.0 2二o

分 放 稀 釈 倍 数 1.1x 1.1×2 1.1×4 1.1×8 1.1×161.1×321.1×64対 照

チ ビオン非服 A 警ノ■ヽヽ γ/cc 0 0 0 0 0 0 0 0
発育度 冊 1廿 冊 冊 冊 冊 冊 柵.

用者尿 中(/{溶 A γ/cc 60.0 30.0 15.0 7_5 3.8 1.9 1ー0 0

解せ るチ ビ オ 発育度 - - 也 冊 1廿 十什

ン B γ/cc 60.0.. 30.0 15.0 7_5 3.8 1.9 1ー0 0
i 十

-円_I ● ‖

チ ビオ■ン服 用者扶中の チt-Iオン測定倍 C γ/cc 64.4 32.2 16.1 8.0 4.0 2.0 1.0 0

発育度 - - - ≠ 廿ト 冊 ~4M 柵

D γ/cc 42.6 畠1.3 10.6 5.3 2.6 0

使用甫 青山B棟, 最終判定 4週

内変化物を含む尿中の測定された ｢チビオン｣は,それ よりも濃度が大きい 10.6γ/cc,8.0γ/ccでも
発育を阻止 して居なかった｡ 比等 ｢チビオン｣の濃度の多少の実験誤差を考慮に入れても, ｢チビオ

ン｣及び ｢チビオン｣変化物の総和､としては,｢チビオン｣より,特に強い杭結核菌作用を持つとは考
へ難い､｡

綜 括 及 結 論

上述の実験に於て,私共は,｢チビオン｣が生体内に入って後,抗結核菌力の強い物質に変化すると
言ふ証拠を捕える事が出釆なかった｡

揮笹に臨んで種 御々 援助を賜った研究所 前川 ,涌両氏,及び大日本製薬斉藤義雄氏に深 く感湖する｡
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緒 言

虜 酸性は,結核菌の濠 も貢要なる性質に属するとされているをも拘 らず,本菌発見以来約70年を経た

今 日,この抗酸性の本態が何に由釆す急かはなお十分明かにされていない. もっともこれに関しては
J)

盲釆幾多の詮があ り, 中でも Anderson等ほ菌体中の不鹸化噴質に抗酸性のある事を明かにし,更に

最･近ではその不鹸化鳩.質を構成する純化学的物質である処の ミコール酸白身に抗酸性があり,且つこの


